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林業の成長産業化に向けて
ウッドデザイン賞2016



　読者の皆様、あけましておめで
とうございます。本年も皆様に
とって素敵な１年になりますよ
うにお祈り申し上げます。さて、
気が早いのですが、まもなく暦の
上では立春がやってきます。関西
では古くから節分に恵方巻きを
食べる風習があり、現在は全国的
に広がりました。その年の恵方に
向かって無言で食べきるという
風習です。我が家でも手作りの恵
方巻きを作って楽しんでいます。
どんなのり巻きでも良いのです
が、今回は韓国風のり巻きで、ご
飯を塩とごま油で味付けしまし
た。戻した乾しいたけと牛肉を一
緒に炒めて具の一つにします。具
は、お好みで色々試してみて下さ
い。（さわこ）

堀江ひろ子 （料理研究家　栄養士）
日本女子大学食物学科卒　母堀江泰
子、娘ほりえさわこ、母娘３代で料理
研究家。NHKきょうの料理や、あさ
イチなどに出演し新聞雑誌などにも
執筆。著書多数。家庭料理の大切さを
啓蒙している。

ほりえさわこ （料理研究家　栄養士）
女子栄養大学卒　堀江ひろ子の長女　11歳と
７歳の母。NHKきょうの料理などのテレビに
出演、著書多数。イタリア、韓国に家庭料理の勉
強のために留学。代々伝えられている堀江家の
家庭料理を踏襲し、さらに幅を広げていろいろ
な料理を開発している。
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❶	米は普通に炊き、塩とごま油をまぜる。
❷	牛肉は細切りにして焼肉のたれをもみこみ、戻した乾しい
たけの千切りをまぜ、炒め焼きしてとりだす。

❸	にんじんは千切りにしてごま油大さじ1/2で炒め、塩コ
ショウで味付けする。

❹	茹でたほうれん草は２cmに切り、水気を固く絞ってしょう
ゆとごま油で和える。

❺	その他の具材は、好みで用意し、それぞれ7〜8mmの棒状に切る。
❻	のりを縦長に置き、ごはんを上下に1.5cm程残してたいら
に広げ、好みの具材を並べてのり巻きにする。

　★韓国ではいろいろな味を奇数組み合わせて芯にする。
　★ご飯は普通の酢飯にしても良い。
　★お好みでワサビ酢をつけても良い。

材 料（４〜５人分）

米	 ２カップ
塩	 小さじ１
ごま油	 大さじ１    
にんじん	 1/2本
ほうれん草	 1/2把  
たくわん・キムチ・卵焼き・カニ棒・
チーズ等
牛切り落とし	 150g
焼肉のたれ	 大さじ２   
乾しいたけ	 4 〜 5枚   
エゴマの葉（又は青シソ）	 10枚  
のり	 ５枚
【ワサビ酢】
   わさび	 適宜
   酢	 大さじ２
   砂糖	 大さじ１
   塩	 小さじ1/2弱

レシピ
とっ
ておき

現場レポート
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情
報
誌
「
林
野
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

１
月
号
の
発
行
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
４
月
の
熊
本
地
震
災
害
、
一
連
の
台
風
に
よ
る
大
雨

災
害
な
ど
、
多
く
の
自
然
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
林
野
庁
と
し
て

も
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
山

地
災
害
の
予
防
・
軽
減
対
策
を
着
実
に
進
め
、
国
民
の
皆
様
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
森
林
は
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
の
過
半
が
本
格

的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
林
野
庁
で
は
、
こ
の
豊
富
な
森

林
資
源
を
活
か
し
、
木
材
需
要
の
創
出
・
拡
大
と
国
産
材
の
安
定

供
給
体
制
の
整
備
を
車
の
両
輪
に
し
て
、
林
業
の
成
長
産
業
化
の

実
現
に
向
け
た
種
々
の
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
林
業
・
木
材
産

業
に
よ
っ
て
地
域
に
雇
用
を
生
み
、
経
済
を
活
性
化
し
て
、
地
域

の
創
生
を
図
ろ
う
と
い
う
大
き
な
目
標
で
す
。
そ
し
て
、
川
上
か

ら
川
下
ま
で
の
流
れ
を
も
う
一
度
川
上
に
つ
な
げ
る
、「
伐
採
し
、

利
用
し
て
、
そ
の
後
に
再
造
林
す
る
」
と
い
う
循
環
を
将
来
に
向

け
て
き
ち
ん
と
構
築
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

木
材
需
要
の
創
出
・
拡
大
に
つ
い
て
は
、Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）

や
耐
火
部
材
な
ど
の
開
発
が
進
み
、
中
高
層
建
築
や
商
業
施
設
な

ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
木
材
が
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
建
築
物
へ

の
木
材
利
用
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
共
建
築
物
で
は
、
農
林
水
産
省
に
お
い
て
も
、
本
年

６
月
に
別
館
南
別
棟
に
開
所
予
定
の
保
育
所
の
木
造
新
築
工
事
が

施
工
中
の
ほ
か
、
民
間
の
病
院
や
私
鉄
の
駅
な
ど
に
も
木
造
・
木

質
化
の
拡
が
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
や
木
材
製
品
の
輸
出
拡
大
、

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
先
端
技
術
の
開
発
・
実
用
化

な
ど
も
含
め
て
、
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
引
き
続
き
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け
て
は
、
施
業
の
集
約
化
、
路
網
の

整
備
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、
人
材
の
育
成
等
を
一
体
的
に

進
め
、
林
業
の
生
産
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
昨
年

の
森
林
法
等
の
改
正
も
、
集
約
化
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
法
的

枠
組
み
の
整
備
な
ど
供
給
体
制
の
強
化
を
主
眼
の
一
つ
と
し
た
も

の
で
し
た
。

　

林
業
の
現
場
に
お
い
て
も
、
課
題
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
で
は
な
く
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
て
関
係
者
が
相
互
に
連
携
し
よ
う
と
い
う
具
体

的
な
取
組
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

う
し
た
取
組
を
支
え
る
実
践
的
な
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
材
の
育

成
と
い
う
観
点
で
は
、
林
業
大
学
校
の
開
校
が
相
次
ぐ
な
ど
、
頼

も
し
い
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。
現
場
で
の
連
携
が
点
か
ら
面
へ

と
拡
が
る
よ
う
に
、
制
度
や
予
算
で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
考
え
で
す
。

　

平
成
27
年
の
木
材
自
給
率
が
33
％
ま
で
上
昇
す
る
な
ど
国
産
材

の
利
用
拡
大
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

け
る
需
要
面
、
供
給
面
で
の
取
組
は
決
し
て
一
通
り
の
も
の
で
は

な
く
、
ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
バ
イ
オ
マ
ス
が
必
須
と
い
う
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
幾
通
り
も
あ
る
地
域
林
業
活
性
化
へ
の
道
筋
を
目

に
見
え
る
形
で
お
示
し
で
き
る
よ
う
、
29
年
度
予
算
に
「
林
業
成

長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
」
を
新
規
事
業
と
し
て
措
置
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
条
件
の
も
と
で
川
上

と
川
下
が
連
携
し
地
域
の
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
先
駆
的
な
取
組

が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
、
地
域
ご
と
の
実
情
に
あ
っ
た
取
組
が
各
地

で
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
森
林
吸
収
源
対
策
に
つ
い
て
は
、
間
伐
や
主
伐
後
の
再

造
林
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
整
備
等
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
ま

た
、
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
の
平
成
29
年

度
与
党
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、「
具
体
的
な
仕
組
み
等
に
つ

い
て
総
合
的
に
検
討
し
、
平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
結
論

を
得
る
」
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
懸
案
で
あ
る
森
林
環
境

税
の
創
設
に
向
け
て
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
具
体
的
な
仕
組
み
の
検
討
を
精
力
的
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
へ
の
移
行
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
国
有
林
野

事
業
は
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
や
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け

た
地
域
で
の
取
組
へ
の
一
層
の
貢
献
に
努
め
、
民
有
林
や
地
元
の

地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
な
ど
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　

今
年
は
、
林
業
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策

を
実
行
に
移
し
て
い
く
年
と
な
り
ま
す
。
情
報
誌
「
林
野
」
で
は
、

こ
れ
ら
林
野
庁
の
諸
施
策
や
、
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
各

地
で
芽
生
え
つ
つ
あ
る
取
組
、
そ
の
現
場
で
奮
闘
す
る
人
々
、
森

林
の
働
き
や
林
業
・
木
材
産
業
の
果
た
す
役
割
を
応
援
し
て
下
さ

る
声
な
ど
を
、
よ
り
多
く
の
方
に
お
届
け
し
、
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
全
国
各
地
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
と
、

読
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と
御
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

林
野
庁
長
官　

今い
ま
い井  

敏さ
と
し

平
成
29
年  

年
頭
に
あ
た
っ
て
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長
野
県
の
北
信
州
森
林
組
合
で
は
、施
業
の
集

約
化
か
ら
木
材
の
販
売
に
至
る
一
連
の
業
務
に

お
い
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、境
界
明
確
化
事
業
で
得
ら
れ
た
座

標
デ
ー
タ
、航
空
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
っ
て
作
成
し

た
森
林
資
源
量
と
微
細
な
地
形
も
判
読
で
き
る

赤
色
立
体
図
等
を
、森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
統

合
し
て
集
約
化
施
業
の
計
画
作
成
に
活
用
し
て

い
る
ほ
か
、現
場
作
業
の
日
報
整
理
や
事
業
の
進

捗
、出
入
金
の
管
理
等
を
一
元
的
に
行
う
森
林
整

備
事
業
管
理
シ
ス
テ
ム
を
独
自
に
開
発
し
導
入

し
て
い
ま
す
。ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
検
収
ア
プ
リ
や
中
間
土
場
に
設

置
し
た
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
を
使
用
し
、出
材
量

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
仕
組
み
も
整
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
例
え
ば
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

か
ら
年
間
工
程
表
を
自
動
的
に
出
力
し
た
り
、

ス
マ
ホ
用
の
日
報
ア
プ
リ
を
開
発
し
て
森
林
整

備
事
業
管
理
シ
ス
テ
ム
に
業
務
日
報
を
直
接
読

み
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
事
務
所

に
い
な
が
ら
施
業
計
画
の
立
案
か
ら
素
材
の
出

荷
に
至
る
事
業
の
全
て
を
一
括
し
て
管
理
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

北
信
州
森
林
組
合
で
は
、
ど
の
よ
う
に
日
々

の
仕
事
を
簡
素
化
し
効
率
を
良
く
す
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
、「
何
を
す
べ
き
か
」
を
明
確
に
理

解
で
き
る
人
材
の
育
成
を
進
め
な
が
ら
、
新
た

な
技
術
の
導
入
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

所有者間で話し合い境界を明確化

林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
施
業
集
約
化
や
生
産
管
理
を
効
率
化

～
長
野
県
・
北
信
州
森
林
組
合
～

　

林
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
、
国
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け
た
施
業

集
約
化
や
生
産
管
理
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
や
木
材
需
要
の
拡
大
・
創
出
と

い
っ
た
課
題
に
対
す
る
様
々
な
取
組
が
各
地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

３
Ｄ
化
し
た
空
中
写
真
を
境
界
確
認
に
活
用

～
秋
田
県
・
雄
勝
広
域
森
林
組
合
～

　

秋
田
県
湯
沢
市
に
あ
る
雄
勝
広
域
森
林
組
合

で
は
、
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や
不
在
村
化
が

進
む
中
で
、
境
界
確
認
を
効
率
的
に
行
う
有
効

な
手
法
の
一
つ
と
し
て
、
３
Ｄ
化
し
た
空
中
写

真
に
よ
る
森
林
境
界
の
確
認
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
公
図
や
森
林
簿
の
情
報

を
利
用
し
な
が
ら
、
個
別
に
森
林
所
有
者
等
と

現
地
で
の
境
界
確
認
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

登
記
情
報
や
森
林
の
現
況
を
基
に
森
林
所
有
者

等
を
特
定
し
た
結
果
や
、
地
形
・
林
相
界
等
の

情
報
が
管
理
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
地
図
デ
ー

タ
を
空
中
写
真
に
重
ね
た
３
Ｄ
画
像
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し
、
森
林
所
有
者
が
合
同

で
立
体
視
す
る
こ
と
で
境
界
の
明
確
化
を
行
い

ま
し
た
。
判
明
し
た
境
界
の
情
報
は
、
最
新
版

の
空
中
写
真
か
ら
作
成
さ
れ
た
オ
ル
ソ
画
像
（
注
）

に
書
き
込
み
客
観
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
さ

れ
、
第
３
者
に
よ
る
現
地
到
達
や
境
界
の
現
地

再
現
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
境
界
の

確
認
を
行
う
こ
と
で
、
現
地
で
の
森
林
所
有
者

に
よ
る
立
会
、
測
量
や
施
業
の
実
施
を
希
望
す

る
者
が
現
れ
る
な
ど
、
森
林
管
理
に
対
す
る
意

識
の
向
上
に
も

繋
が
り
ま
し
た
。

所有者説明会の様子と 3D 化した空中写真
（右下）

スマホアプリでの検収と中間土場のトラック
スケールで生産量を管理

森林整備事業管理
システムへの日報入力

注
：
空
中
写
真
に
生

ず
る
歪
み
を
修

正
し
、
真
上
か

ら
見
た
よ
う
に

傾
き
の
無
い
画

像
に
変
換
し
て
、

位
置
情
報
を
付

与
し
た
も
の
。
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徳
島
県
で
は
、
10
年
後
に
県
産
材
生
産
量
を

平
成
17
年
の
約
４
倍
に
す
る
「
新
次
元
林
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
27
年
度
か
ら
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
の
実
現
に
は
新
規
林
業
就
業
者
の

確
保
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
26
年
度

当
時
、
県
下
で
唯
一
の
林
業
専
門
課
程
が
あ
っ

た
「
三
好
高
校
」
を
対
象
に
、
地
元
林
業
事
業

体
と
連
携
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

三
好
高
校
、
地
元
林
業
事
業
体
、
県
林
業
普

及
指
導
員
を
構
成
員
と
し
た
「
林
業
担
い
手
確

保
推
進
協
議
会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
、
次
の

取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

①	

高
校
で
の
「
職
業
と
し
て
の
林
業
」
を
意
識

付
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
践
（
出
前
講
座
、

林
業
実
習
、
就
業
体
験
等
）

②	

高
校
の
進
路
担
当
教
諭
と
の
求
人
情
報
交
換

③	

事
業
体
で
の
計
画
的
な
求
人
体
制
の
確
保

（
採
用
計
画
作
成
の
支
援
や
面
接
手
法
等
の

指
導
）

④	

採
用
後
の
定
着
に
向
け
た
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
（
新
人
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
を
情
報
交
換

等
）

⑤	

就
業
者
確
保
の
推
進
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の

求
人
、
林
業
Ｐ
Ｒ
映
画
「
林
こ
ず
え
の
業
」

の
制
作
と
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
上
映
）

　

こ
の
結
果
、
過
去
10
年
間
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
三

好
高
校
か
ら
の
林
業
へ
の
就
職
が
、
27
年
度
４

名
、
28
年
度
４
名
（
内
定
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
協
議
会
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検

証
・
改
善
、
女
性
の
活
力
を
意
識
し
た
業
務
の

創
出
、
三
好
高
校
へ
の
進
学
を
念
頭
に
お
い
た

中
学
生
へ
の
周
知
を
展
開
し
、
更
な
る
人
材
の

確
保
と
定
着
率
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

新
規
就
業
者
の
確
保
と
定
着
率
向
上
に
向
け
て

～
徳
島
県
・
に
し
阿
波
地
域
で
の
取
組
～

高校生を対象とした林業実習

林業 PR映画「林こずえの業」パンフレット

　林野庁が一元的に管理し「国民の森林」として公益重視の管理経営を行って
いる国有林野においても、近年は、我が国の森林面積の約3割を占める資源と、
全国に所在する森林管理署等の組織を活かして、林業の成長産業化に向けた先
導的な試みが各地で実施されています。
　林業の収益性向上の観点から、生産能力の高い林業事業体を育成しようと、
中部森林管理局では、作業日報を活用し作業功程や生産コストを分析する生産
性向上実現プログラムを実行しています。各森林管理署等が民有林関係者や林

業事業体と一緒に、機械や人員が最も効率的に活躍
できるように作業計画を立てて事業を進めています。
毎日の作業結果の分析・検証を基に、作業功程上の
問題点を把握し、日々、作業システムの改善に取り
組んでいます。
　また、シカ被害対策について、関東森林管理局静
岡森林管理署では、静岡県や地元の自治体等で構成
される協議会の一員として、誘引狙撃やくくりわな
等の技術を導入して、国有林野内での計画的なシカ
の捕獲に取り組んでいます。３年間（2012年～2014年）に569頭ものシカを捕獲するこ
とによって、シカの生息密度が５分の１程度まで低下した区域もあるなどの成果が得られま
した。

国有林野での事業体育成や獣害対策の先導的な取組
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立
木
買
い
付
け
後
の
再
造
林・下
刈
り
を
実
施
し

原
木
を
持
続
的
に
確
保

〜
佐
賀
県
・㈱
伊
万
里
木
材
市
場
〜

　

広
島
県
で
は
、
30
年
程
度
で
伐
採
が
可
能
な

早
生
樹
で
あ
る
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
に
着
目
し
、
そ

の
普
及
に
向
け
た
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
、中
国
・
台
湾
が
原
産
国
で
、

江
戸
時
代
に
は
す
で
に
国
内
の
寺
社
等
に
植
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
た
め
国
内
で
は
ほ
と

ん
ど
点
在
し
た
分
布
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、広
島

県
庄し

ょ
う

原ば
ら

市
に
約
０
・
６
ha
の
ま
と
ま
っ
た
造
林

地（
50
〜
60
年
生
）が
あ
り
、同
県
が
調
査
し
た
と

こ
ろ
、成
長
・
材
質
等
で
ス
ギ
を
上
回
る
良
好
な

デ
ー
タ
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
県
で
は
「
成
長
の
早
さ
」
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
１
年
生
で
苗
木
供
給
が
可
能
に
な
り
苗
木

の
需
給
調
整
が
容
易
に
な
る
こ
と
、
植
栽
し
た

苗
の
伸
長
成
長
が
早
く
下
刈
り
回
数
の
縮
減
に

よ
り
造
林
経
費
を
節
減
で
き
る
こ
と
、
林
業
経

営
期
間
の
短
期
化
（
30
年
程
度
で
主
伐
可
）
が

図
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
萌
芽
す
る
特
徴
を
活

か
し
て
主
伐
後
の
再
造
林
の
経
費
節
減
が
可
能

な
こ
と
、
な
ど
で
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
造
林
の
収
支
構
造

な
ど
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人

工
林
の
主
伐
・
再
造
林
を
進
め
る
う
え
で
の
問

題
解
決
の
糸
口
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

ま
す
。
平
成
28
年
度
に
は
広
島
県
樹
苗
農
業
協

同
組
合
の
協
力
を
得
て
、
１
・
７
ha
の
造
林
を
計

画
し
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
ら
を
増
や
し
つ
つ
、

耕
作
放
棄
地
な
ど
へ
の
植
栽
の
可
能
性
も
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
27
年
度
に
は
、
森
林
総
合
研
究
所
林

木
育
種
セ
ン
タ
ー
・
鹿
児
島
大
学
・
製
材
工
場
・

広
島
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、
コ
ウ

ヨ
ウ
ザ
ン
の
優
良
系
統
選
定
や
材
質
性
能
評
価

な
ど
を
行
う
研
究
開
発
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
同
県
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
と
連
携

し
な
が
ら
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
支
え
る
た

め
の
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し
て
い
く
仕
組
み

作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

早
生
樹
種
を
活
用
し
た

森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
て

～
広
島
県
・
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
普
及
の
取
組
～

広島県庄原市のコウヨウザン林

製材後のコウヨウザン簡易強度
試験

切株からの萌芽

　

㈱
伊
万
里
木
材
市
場
は
、原
木
市
場
で
の
市
売

り
に
加
え
、隣
接
す
る
工
場
等
へ
の
協
定
取
引
に

よ
る
原
木
の
安
定
供
給
や
物
流
コ
ス
ト
削
減
の

取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
、自
ら
立
木
を
森
林
所
有

者
か
ら
買
い
付
け
る
こ
と
で
原
木
の
安
定
確
保

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。買
い
付
け
時
に
は
森

林
所
有
者
と
協
定
を
締
結
し
、同
社
が
地
元
の
森

林
組
合
の
協
力
を
得
な
が
ら
伐
採
跡
地
の
再
造

林
を
行
い
、植
栽
後
５
年
目
の
下
刈
り
ま
で
実
施

し
て
所
有
者
に
返
還
し
て
い
ま
す
。協
定
森
林
は

九
州
各
地
の
２
２
３
箇
所
、約
３
０
５
ha
（
平
成

27
年
12
月
時
点
）に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
持
続
的
に
原
木
を
調
達
す
る
取

組
を
通
じ
て
、「
伐
っ
て
、使
っ
て
、ま
た
植
え
る
」

と
い
う
資
源
の
循
環
利
用
が
地
域
で
定
着
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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伊万里木材市場の事業内容

森林整備事業

再造林事業
　植付が困難な森林所有者へ、立木購入の際に森林
整備を提案し、森林整備協定を結び、伐採から植付、
下草刈りを行い、５年後健全に育成した森林を所有
者へ返還している。

立木購入

再造林森林整備事業地
～実績～
協定箇所：223 箇所
協定面積：305ha

：平成20年度	 ５箇所	10ha
：平成21年度	 ９箇所	20ha
：平成22年度	20箇所	30ha
：平成23年度	35箇所	40ha
：平成24年度	46箇所	45ha
：平成25年度	28箇所	56ha
：平成26年度	49箇所	54ha
：平成27年度	31箇所	50ha
（平成 27 年 12 月末現在）

：事業所

素材生産事業

素材・製品市売り
プレカット加工事業

バイオマス
燃料事業

原木システム
販売事業

コンビナート
事　業

素材生産量
93,370㎥
（H27）

原木取扱量
80,000㎥
（H27）
製品取扱゛
21,000㎥
（H27）

バイオマス供給量
48,500 ｔ
（H27）

再造林事業地
305ha

（H27)

原木販売量
230,000㎥
（H27）

原木供給量
87,000㎥
（H27）

伐 採

地拵え

スギ・ヒノキ
植林

５ヵ年間下刈
所有者へ返還



　

国
産
材
の
利
用
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
、

地
方
創
生
な
ど
に
も
貢
献
す
る
ほ
か
、
木
材

そ
の
も
の
が
持
つ
特
性
か
ら
、
快
適
で
健

康
的
な
空
間
づ
く
り
に
も
役
立
ち
ま
す
。
こ

の
た
め
、
新
た
な
技
術
開
発
の
成
果
を
活
か

し
、
民
間
の
施
設
等
で
も
国
産
材
の
利
用
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
中
郷
会
新
柏
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
千
葉
県
柏

市
）」
は
、
木
の
癒
し
効
果
に
着
目
し
て
透

析
治
療
を
受
け
る
方
々
の
負
担
感
を
軽
減
し

た
『
森
林
浴
の
で
き
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
で
す
。

国
産
材
の
利
用
に
こ
だ
わ
り
、
新
し
い
防
耐

火
技
術
の
導
入
に
よ
り
都
市
部
に
お
い
て
木

造
・
木
質
化
さ
れ
た
医

療
施
設
を
実
現
し
ま
し

た
。

　
「
ア
キ
ュ
ラ
ホ
ー
ム
住

ま
い
と
暮
ら
し
サ
ロ
ン

（
埼
玉
県
熊
谷
市
）」
は
、

特
注
の
大
断
面
集
成
材

や
特
殊
な
金
物
を
用
い

る
こ
と
な
く
、
住
宅
用

一
般
流
通
材
と
一
般
加

工
技
術
を
用
い
た
工
法

で
大
空
間
の
木
造
建
築

を
低
コ
ス
ト
で
実
現
し

て
い
ま
す
。

　
「
高
知
県
森
連
会
館

（
高
知
県
南
国
市
）」
は
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
工
法
に
よ
り
建
築

さ
れ
た
準
耐
火
構
造
の
建
築
物
で
、
事
務
所

と
し
て
の
機
能
性
や
快
適
性
を
追
求
し
つ

つ
、
木
の
力
強
さ
や
優
し
さ
を
表
現
し
、
質

実
剛
健
な
空
間
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
能
研
大
船
校
仮
設
の
学
び
舎
（
神
奈

川
県
鎌
倉
市
）」
は
、「
木
質
」
が
生
み
出
す

学
習
効
果
に
加
え
、
循
環
可
能
な
資
源
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
「
学
び
」
に

つ
な
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
国
産
ス
ギ
を

使
用
し
た
伝
統
的
な
板
倉
工
法
に
よ
り
建
築

さ
れ
ま
し
た
。

国
産
材
需
要
の
創
出
・
拡
大

〜
国
産
材
を
用
い
た
建
築
例
〜

中郷会新柏クリニック
（千葉県柏市、3 階建て、延床面積 3,132㎡、2016 年 1 月竣工）

アキュラホーム住まいと暮
らしサロン

（埼玉県熊谷市、3 階建て、
延床面積 431㎡、2016 年
6 月竣工）
© 2016 繁田諭

日能研大船校仮設の学び舎
（神奈川県鎌倉市、２階建て、延床面積250㎡、2016 年10 月竣工）

高知県森連会館
（高知県南国市、２階建て、1,205㎡、2016 年 3 月竣工）
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林野庁 平成29年度予算概算決定の概要
　

去
る
12
月
22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
平
成
29
年
度
予
算
政
府

案
に
つ
い
て
、林
野
庁
関
係
分
の
概
要
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
林
野
庁
の
一
般
会
計
予
算
は
、総
額
２
，９
５
６
億
円
で
、こ
の
う

ち
公
共
事
業
費
は
１
，９
０
０
億
円
、非
公
共
事
業
費
は
１
，０
５
５
億
円
と
な
っ

て
お
り
、平
成
28
年
度
第
２
次
補
正
予
算
の
１
，０
２
２
億
円
と
併
せ
て
、林
業
の

成
長
産
業
化
の
動
き
を
よ
り
強
力
に
後
押
し
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、昨
年
の
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
策
定
や
森
林
法
等
の
一
部
改
正
な
ど

を
踏
ま
え
、林
業
成
長
産
業
化
地
域
を
モ
デ
ル
的
に
支
援
し
て
い
く
ほ
か
、施
業
集

約
化
の
た
め
の
林
地
台
帳
の
整
備
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
新
た
な
木
材
製
品
の
利
用
促

進
を
予
算
面
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、森
林
吸
収
源
対
策
や
自
然
災
害
対
応

の
重
要
性
を
踏
ま
え
、森
林
整
備
、治
山
事
業
を
更
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
を
、新
規
・
拡
充
を
中
心
に
以
下
で
説
明
し
ま
す
。

（
※
）各
事
項
の【　

】内
が
29
年
度
概
算
決
定
額
、（　

）内
は
28
年
度
予
算
額

１
．次
世
代
林
業
基
盤
づ
く
り
交
付
金 

【
70
億
円（
61
億
円
）】

　

木
造
公
共
建
築
物
の
整
備
等
に
よ
り
需
要
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、木
材
加
工
・
流
通

施
設
、苗
木
生
産
施
設
の
整
備
や
間
伐
・
路
網
整
備
を
行
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、木
材
加
工
・

流
通
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、28
年
度
補
正
予
算
の
合
板
・
製
材
生
産
性
強
化
対
策
で

３
３
０
億
円（
前
年
度
補
正
２
９
０
億
円
）を
措
置
し
て
お
り
、事
業
要
望
の
多
く
は
既
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、新
た
に
措
置
し
た
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業（
10
億
円
）で
は
、林

業
の
成
長
産
業
化
を
目
に
見
え
る
形
で
実
現
す
る
取
組
を
全
国
で
10
箇
所
程
度
選
定
し
ま

す
。ハ
ー
ド
面
で
支
援
す
る
ほ
か
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
川
上
と
川
下
の
伐
採
情
報
の
共
有
、

地
域
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
製
品
化
な
ど
の
取
組
に
対
し
て
、ソ
フ
ト
面
で
自
由
度
の
高
い
支

援
を
行
い
ま
す
。高
い
目
標
を
設
定
し
、そ
れ
を
実
現
す
る
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
市
町

村
を
、今
後
公
募
に
よ
り
選
定
し
て
い
き
ま
す
。

２
．施
業
集
約
化
の
加
速
化 

【
９
億
円（
６
億
円
）】

　

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
、施
業
集
約
化
に
必
要
と
な
る
合
意
形
成
活

動
、森
林
所
有
者
の
特
定
に
加
え
、森
林
境
界
の
測
量
等
を
新
た
に
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
追
加

し
ま
す
。ま
た
、先
般
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
市
町
村
が
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
林
地
台

帳
に
つ
い
て
、効
率
的
に
管
理
・
活
用
す
る
た
め
の
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
の
シ
ス
テ
ム
整
備
、都
道

府
県
が
作
成
す
る
森
林
簿
と
の
共
有
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を
支
援
し
ま
す
。

３
．森
林
・
林
業
人
材
育
成
対
策 

【
60
億
円（
59
億
円
）】

　
「
緑
の
雇
用
」事
業
に
つ
い
て
、多
く
の
研
修
生（
従
業
員
）が
支
援
の
対
象
と
な
る
よ
う
、

増
額
を
し
た
ほ
か
、運
用
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、人
材
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、

林
業
へ
就
業
前
の
青
年
に
対
し
て
も
、緑
の
青
年
就
業
準
備
給
付
金
を
給
付
し
て
、引
き
続

き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

４
．新
た
な
木
材
需
要
創
出
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

【
12
億
円（
14
億
円
）】

　

中
高
層
建
築
等
に
活
用
で
き
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
利
用
促
進
を
図
る
ほ
か
、地
域
材
の
利
用
拡
大

や
、地
域
材
の
安
定
供
給
の
た
め
の
取
組
を
、引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。ま
た
、平
成
28
年
度

補
正
予
算
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用
促
進
総
合
対
策（
10
億
円
ほ
か
）も
活
用
し
、総
合
的
に
木
材
需
要

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

平成29年度　林野庁関係予算（総括表）
平成 28 年 12 月

区分
平成 28 年度
当初予算額

平成 29 年度
概算決定額（A）

（28 年度 2 次補正追加額）

補正額（B） A+B
億円 億円 億円 億円

公共事業費 1,900 1,900 663 2,563

－ （100.0%） －

　一般公共事業費 1,800 1,800 410 2,210

－ （100.0%） －

　　治山事業費 597 597 100 697

－ （100.0%） －

　　森林整備事業費 1,203 1,203 310 1,513

－ （100.0%） －

　災害復旧等事業費 100 100 253 353

－ （100.0%） －

非公共事業費
1,033 1,055 360 1,415

－ （102.1%） －

合  計
2,933 2,956 1,022 3,978

－ （100.8%） －
（注）１	上記のほか、農山漁村地域整備交付金及び農山漁村振興交付金に、林野関係事業を

措置している。
　　  ２	（　）内の数字は対前年度比。
　　  ３	計数は、四捨五入のため合計とは一致しない場合がある。
　　  ４	このほか、28 年度３次補正予算において、災害復旧等事業に 95 億円を措置し

ている。
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５
．花
粉
発
生
源
対
策 

【
５
億
円（
４
億
円
）】　

　

花
粉
発
生
源
に
係
る
対
策
と
し
て
、コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
施
設
等
の
整
備
へ
の
支
援
を
拡
充

す
る
ほ
か
、新
た
に
花
粉
飛
散
防
止
剤
の
実
証
試
験
等
を
支
援
し
ま
す
。

６
．森
林
・
山
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
対
策 

【
17
億
円（
25
億
円
）】

　

地
方
自
治
体
の
関
与
も
得
て
、里
山
林
で
の
地
域
住
民
の
活
動
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、

①
長
期
間
手
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
里
山
林
で
の
活
動
、②
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援（
国
：

地
方
の
割
合
は
原
則
３
：
１
）の
あ
る
活
動
を
優
先
的
に
採
択
す
る
等
の
見
直
し
を
図
り
、必

要
な
事
業
量
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

７
．シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
緊
急
対
策
事
業 

【
２
億
円（
２
億
円
）】

　

シ
カ
被
害
対
策
の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、改
正
森
林
法
に
基
づ
く
鳥
獣
害
防
止
森
林

区
域
等
に
お
け
る
広
域
か
つ
緊
急
的
な
捕
獲
の
モ
デ
ル
的
実
施
等
を
行
い
ま
す
。

８
．森
林
景
観
を
活
か
し
た
観
光
資
源
の
創
出
事
業 

【
１
億
円（
－
）】

　

国
有
林
の「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」の
う
ち
、観
光
資
源
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や

地
元
の
実
行
体
制
な
ど
を
考
慮
し
て
モ
デ
ル
箇
所
を
１
０
０
箇
所
程
度
を
選
定
し
、多
言
語

に
よ
る
情
報
発
信
や
、修
景
伐
採
や
施
設
整
備
等
の
環
境
整
備
を
３
年
間
で
重
点
的
に
実
施

し
ま
す
。

　

併
せ
て
、農
山
漁
村
振
興
交
付
金
に
新
設
さ
れ
た「
農
泊
」推
進
関
連
の
対
策（
50
億
円
）を

活
用
し
、森
林
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
な
ど
観
光
需
要
拡
大
の
た
め
の
地
元
の
取
組
を
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
で
支
援
し
ま
す
。

９
．森
林
整
備
事
業〈
公
共
〉【
１
，２
０
３
億
円（
１
，２
０
３
億
円
）】

　

国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、間
伐
や

路
網
整
備
、主
伐
後
の
再
造
林
等
を
推
進
し
ま
す
。０
・
27
億
円
の
増
加
を
確
保
し
た
ほ
か
、平
成

28
年
度
補
正
予
算
の
３
１
０
億
円
も
併
せ
て
、森
林
整
備
事
業
の
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

10
．治
山
事
業〈
公
共
〉【
５
９
７
億
円（
５
９
７
億
円
）】

　

地
震
・
集
中
豪
雨
等
に
対
す
る
山
地
防
災
力
の
強
化
の
た
め
、荒
廃
山
地
の
復
旧
・
予
防
対

策
、津
波
に
強
い
海
岸
防
災
林
の
保
全
等
を
推
進
し
ま
す
。０
・
13
億
円
の
増
加
を
確
保
し
た

ほ
か
、平
成
28
年
度
補
正
予
算
の
１
０
０
億
円
も
併
せ
て
、治
山
事
業
の
一
層
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

林業の成長産業化・森林吸収源対策の推進

地球温暖化防止に向けた森林整備と
多面的機能発揮のための対策

新たな木材需要の創出

CLTを活用した
先駆的建築の支援

木質バイオマスの
技術開発等の支援

違法伐採関連情報
の提供

●間伐や路網整備、主伐後の再造林等を推進        
	 【森林整備事業1,203億円】（28補正：310億円）
●	荒廃山地の復旧・予防対策、津波に強い海岸防災

林の保全等を推進
	 【治山事業597億円】（28補正：100億）
●	地域の活動組織による森林の保全管理等の取組

を市町村等の協力を得て支援
	 【森林・山村多面的機能発揮対策17億円】
●	国有林を観光資源として活用するため、修景伐

採、木道整備等を実施
	 【森林景観を活かした観光資源の創出事業１億円】
●	シカの広域かつ緊急的な捕獲、防除等を実施
	 【シカによる森林被害緊急対策事業２億円】

（28補正：１億円）

川上から川下までの連携による
効率的な木材の生産・供給システムの構築

CLT建築物

木材加工施設

シカの誘引捕獲

間 伐

境界の明確化

「日本再興戦略2016」を踏まえ、
●中高層建築等に活用できるCLTの利用促進
●木質バイオマスの利用拡大
●クリーンウッド法の施行も踏まえた違法伐採対策の推進
【新たな木材需要創出総合プロジェクト12億円】

（28補正【CLT利用促進総合対策】：10億円）

林業を支える担い手の確保・育成

施業集約化の加速化

川上から川下までの取組の総合的支援

花粉発生源対策の推進

路網整備 木材加工施設 木造公共建築物

●花粉の少ない品種等を対象とした採種園等の造
成・改良、花粉症対策苗木への植替え、花粉飛散
防止剤の実証試験等を支援

	 【花粉発生源対策５億円】

●「緑の雇用」事業等による
	 人材の育成を支援
	 【森林・林業人材育成対策 60億円】

			 

	

●森林所有者・境界の明確化等の取組を支援
●改正森林法により創設される林地台帳の整備に

も資する森林 GIS等のシステム整備を支援
	 【施業集約化の加速化９億円】

「日本再興戦略2016」を踏まえ、
●CLT等を活用した木造公共建築物等の整備等に加え、

木材加工流通施設等を整備するほか、間伐・路網整備
を行い、川上から川下までの取組を総合的に推進

●収益性の高い経営を実現する「林業成長産業化
地域」をモデル的に選定し、地域が提案する明確
なビジョンの下での取組を重点的に推進

	 【次世代林業基盤づくり交付金70億円
うち林業成長産業化地域創出モデル事業10億円】
（28補正【合板・製材生産性強化対策】：330億円）
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平成29年度林野庁税制改正事項

●	農林漁業用軽油に係る石油石炭税（地球温暖化対策のための課税の特例による上乗せ分）の還付措置
の適用期限を３年延長する。【石油石炭税】

●	特定中小企業者等が経営改善設備を取得した場合の特別償却（30％）又は税額控除（７％）［商業・サー
ビス業・農林水産業活性化税制］の適用期限を２年延長する。【所得税・法人税】

●	森林組合等の貸倒引当金の特例について、割増率を10％（現行：12％）に引き下げた上、その適用期限
を２年延長する。【法人税】

●	中小企業者等に係る法人税の軽減税率の特例（森林組合等について所得の金額のうち年800万円以下
の部分に対する税率を19％→15％とする措置）の適用期限を２年延長する。【法人税】

●	（独）農林漁業信用基金が受ける抵当権の設定登記等に対する登録免許税の税率の軽減措置（0.4％
→0.15％）の適用期限を２年延長する。【登録免許税】

　平成29年度の税制改正については、昨年12月８日に与党の「平成29年度税制改正大綱」が決定され、同月
22日に政府の「平成29年度税制改正の大綱」が閣議決定されました。
　政府の大綱に盛り込まれた林野庁関係税制の主な改正事項は次のとおりです。

新規・拡充事項

●	山林に係る相続税の納税猶予制度について、次の見直しを行う。【相続税】
　 ①	森林経営計画に定められている区域に存する山林のうち同一の小流域内に存するものの面積が５

ha未満である一定の山林を、納税猶予の適用対象に加える。
　 ②	猶予期間中に身体障害等のやむを得ない事情により林業経営の継続が困難となったときは、一定

の推定相続人に林業経営の全てを委託した場合であっても、納税猶予の継続を認める。
　 ③	災害による森林被害のため経営の規模の拡大を行うことが困難である場合には、当初認定起算日

等から15年（現行：10年）を経過する日までに経営の規模の拡大が完了していれば、納税猶予の取
消事由に該当しないこととする。

●	相続税等の財産評価の適正化のため、実態を踏まえて、杉及びひのきについて、現行評価額を全体的に引
き下げるとともに、松について、原則として、標準価額を定めず個別に評価する見直しを行う。【相続税】

●	森林法等の一部を改正する法律の施行に伴い、次の措置を講ずる。【複数税目】
　 ① 森林経営計画の認定基準見直しに伴う措置
　 ② 国立研究開発法人森林総合研究所の名称変更等に伴う措置
●	中小企業者等が機械等を取得した場合の特別償却（30％）又は税額控除（７％）［中小企業投資促進税

制］について、上乗せ措置（生産性向上設備等に係る即時償却等）は中小企業経営強化税制として改組
し、全ての器具備品及び建物附属設備を対象とするとともに、その他は対象資産から器具備品を除外
した上で、その適用期限を２年延長する。【所得税・法人税】

●	森林組合等の上部団体への出資に係る受取配当等の益金不算入制度の見直し（森林組合等の各事業年
度において、その保有する連合会等の普通出資につき支払を受ける配当等の額がある場合には、その
配当等の額のうち益金の額に算入しない金額は、その出資保有割合にかかわらず、その配当等の額の
100分の50相当額とする措置を講ずること）を行う。【法人税】

延長事項
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森林吸収源対策の財源確保について

　林野庁は、森林整備等の森林吸収源対策に必要な安定財源を確保するため、森林環境税（仮称）の創設に
向けた税制改正要望を行っているところです。
　昨年12月8日に決定した「平成29年度与党税制改正大綱」において、市町村が主体となった森林整備等の
財源に充てるための森林環境税（仮称）の創設に向けて、具体的な仕組み等について総合的に検討し、平成
30年度税制改正において結論を得ることとされました。
　今後は森林環境税（仮称）の創設に向けて、地方自治体等の意見を踏まえながら具体的な仕組みの検討
を進めていきます。

〈平成29年度税制改正大網（抜粋）（自由民主党・公明党　平成28年12月8日）〉

第一　平成29年度税制改正の基本的な考え方

６　森林吸収源対策

　2020年度及び2020年以降の温室効果ガス削減目標の達成に向けて、森林吸収源対策及び地方
の地球温暖化対策に関する安定的な財源の確保について、以下の措置を講ずる。

（１）	エネルギー起源CO２の排出抑制のための木質バイオマスのエネルギー利用や木材のマテリ
アル利用を普及していくことは、森林吸収源対策の推進にも寄与することから、地球温暖化
対策のための税について、その本格的な普及に向けたモデル事業や技術開発、調査への活用
の充実を図るため、経済産業省、環境省、林野庁の３省庁は、引き続き連携して取り組む。

（２）	森林整備や木材利用を推進することは、地球温暖化防止のみならず、国土の保全や地方創生、
快適な生活環境の創出などにつながり、その効果は広く国民一人一人が恩恵を受けるもの
である。しかしながら、森林現場には、森林所有者の特定困難や境界の不明、担い手の不足と
いった、林業・山村の疲弊により長年にわたり積み重ねられてきた根本的な課題がある。その
対策に当たっては、森林現場に近く所有者に最も身近な存在である市町村の果たす役割が重
要となる。
　このため、市町村による林地台帳の整備を着実に進めるとともに、公益的機能の発揮が求め
られながらも、自然的・社会的条件が不利であることにより所有者等による自発的な間伐等が
見込めない森林の整備等に関する市町村の役割を明確にしつつ、地方公共団体の意見も踏まえ
ながら、必要な森林関連法令の見直しを行うこととし、以下のような施策の具体化を進める。
①	市町村から所有者に対する間伐への取組要請などの働きかけの強化
②	所有者の権利行使の制限等の一定の要件の下で、所有者負担を軽減した形で市町村自らが

間伐等を実施
③	要間伐森林制度を拡充し、所有者が不明の場合等においても市町村が間伐を代行
④	寄附の受入れによる公的な管理の強化
⑤	地域における民間の林業技術者の活用等による市町村の体制支援
　このような施策を講じることにより市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な財
源に充てるため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等しく負
担を求めることを基本とする森林環境税（仮称）の創設に向けて、地方公共団体の意見も踏まえ
ながら、具体的な仕組み等について総合的に検討し、平成30年度税制改正において結論を得る。
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こ
ん
に
ち
は
！

　

こ
の
一
年
、み
ど
り
と
木
へ
の
親
し
み
を

広
め
る
た
め
、全
国
各
地
の
行
事
に
参
加
し
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

印
象
深
か
っ
た
の
は
、総
理
官
邸
を
訪
問

し
、安
倍
内
閣
総
理
大
臣
に
み
ど
り
の
羽
根

を
着
用
い
た
だ
い
た
時
で
す
。緑
を
大
切
に

す
る
思
い
や
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
話
す

こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　

10
月
の
林
業
機
械
展
で
は
、林
業
機
械

の
特
別
教
育
を
修
了
し
た
成
果
を
お
披
露

目
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
競
技
会（
鳥
取
県
）に
も

出
場
し
ま
し
た
。防
護
衣
に
身
を
つ
つ
ん
だ

皆
さ
ん
は
本
当
に
カ
ッ
コ
良
か
っ
た
で
す
。

現
場
に
足
を
運
ぶ
事
で
、林
業
の
魅
力
や
安

全
確
保
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
「
全
国
植
樹
祭
」、「
全
国
育
樹
祭
」で
は
、

皇
族
の
方
々
に
よ
る
お
手
植
え
や
お
手
入

れ
、林
業
の
若
い
後
継
者
た
ち
の
林
業
に
対

す
る
熱
い
想
い
が
こ
も
っ
た
誓
い
の
言
葉

な
ど
に
感
動
し
ま
し
た
。

安倍総理大臣への緑の羽根付け（４月）

国際森林デー記念植樹（３月）

各地で子どもたちともふれあいました

飯
塚 

帆
南（
い
い
づ
か 

ほ
な
み
）

平
成
５
年
７
月
26
日
、群
馬
県
生

ま
れ
。２
０
１
６
年
ミ
ス
日
本
み

ど
り
の
女
神
と
し
て
活
躍
中
！

み
ど
り
の
女
神
が
行
く
！

　

そ
の
ほ
か
に
も
、一
日
森
林
管
理
署
長
、

植
樹
活
動
、イ
ベ
ン
ト
で
の
発
表
や
司
会
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、講
演
な
ど
１
つ
１
つ
の
活

動
に
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
感
謝
の
気
持

ち
が
あ
り
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、み
ど
り
の
女
神
に

な
っ
て
、林
業
現
場
で
多
く
の
方
々
に
お
目

に
か
か
り
、た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ま
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、私
は
大
樹
が
根
や
枝

を
広
げ
る
よ
う
に
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
４
月
か
ら
社
会
人
と
な
り
ま
す
。み

ど
り
の
女
神
で
培
っ
た
知
識
と
経
験
を
活

か
し
、日
本
が
よ
り
木
の
温
も
り
に
溢
れ
、

「
木
の
文
化
」を
感
じ
ら
れ
、森
林
の
魅
力
に

ふ
れ
ら
れ
る
、森
や
木
が
身
近
な
国
と
な
る

よ
う
、今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

仕
事
で
ど
れ
だ
け
忙
し
く
な
っ
て
も
、み

ど
り
か
ら
学
ん
だ「
あ
り
が
と
う
」の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
社
会
人
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
も
み
ど
り
の
女
神
が

み
ど
り
の
女
神
と
し
て
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
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高性能林業機械の操作を披露（10月）

群馬森林管理署での１日署長（６月）

代
々
、様
々
な
分
野
に
旅
立
つ
こ
と
で
、森

林
や
林
業
へ
の
関
心
と
木
の
文
化
へ
の
親

し
み
が
社
会
の
隅
々
ま
で
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、み
ど
り
の
女
神
の
活
動
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、言
葉
で
言
い
表
せ

な
い
く
ら
い
寂
し
い
で
す
が
、そ
れ
と
同
時

に
、い
ま
ま
で
の
活
動
で
得
た
達
成
感
と
、

多
く
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
温
か
く
見
守
り
、支
え
、育
て

て
下
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、任

期
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
当

に
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ

し
て
３
代
目
の
み
ど
り
の
女
神
も
温
か
く

見
守
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平成28年12月２日、ミス日本コンテスト最終候補者が、林野庁を表敬訪問しました。最終候補者の中から、本年１月23日に開催される「第49回ミ
ス日本コンテスト2017」において「ミス日本みどりの女神」が決定します。

２０１７年ミス日本コンテスト最終候補者　林野庁を表敬訪問

「緑の雇用」のポスターに登場
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第
２
回
と
な
る
今
年
度
は
、
４
５
１
点
の

応
募
が
あ
り
、
書
類
に
よ
る
１
次
審
査
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
赤
池
学
氏
や
建

築
家
の
隈
研
吾
氏
な
ど
の
審
査
委
員
に
よ
る

２
次
審
査
を
経
て
、
２
５
１
点
が
「
ウ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
中
か
ら
「
農
林
水
産
大
臣

賞（
最
優
秀
賞
）」１
点
、「
林
野
庁
長
官
賞（
優

秀
賞
）」
各
部
門
３
点
ず
つ
、「
審
査
委
員
長

賞
（
奨
励
賞
）」
各
部
門
５
点
ず
つ
、
計
25

点
の
上
位
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

上
位
賞
は
、
昨
年
12
月
８
日
に
発
表
が
行
わ

れ
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
「
エ

コ
プ
ロ
２
０
１
６
」
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
力
作
が
揃
い
、
赤
池
審
査
委
員

長
は
、
表
彰
式
の
総
評
の
中
で
、「
作
品
の

レ
ベ
ル
が
昨
年
よ
り
向
上
し
て
お
り
、
自
動

車
や
病
院
内
の
木
質
化
な
ど
、
木
の
新
し
い

利
用
の
形
を
開
く
様
々
な
技
術
が
受
賞
し
て

い
る
。
受
賞
作
品
を
通
じ
て
木
に
囲
ま
れ
た

新
し
い
住
生
活
を
感
じ
て
欲
し
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
登
壇
者
か
ら
「
日
本
人
は
古
来
よ
り

全
て
を
森
林
資
源
に
頼
っ
て
来
た
。
国
産
の

木
を
使
う
、
新
た
な
素
材
造
り
が
大
切
」（
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー 

益
田
文
和
氏
）、「
木

を
使
う
こ
と
は
、
コ
ス
ト
や
法
整
備
の
問

題
が
あ
り
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
も
っ
と
あ

た
り
ま
え
に
木
が
使
わ
れ
、
街
が
住
み
易
く

な
っ
て
ほ
し
い
」（
建
築
家　

手
塚
由
比
氏
）、

「
木
材
の
利
用
を
訴
え
る
手
法
と
し
て
、『
か

わ
い
い
』
と
か
『
か
っ
こ
い
い
』
な
ど
、
ま

ず
は
直
感
・
感
情
で
訴
え
る
こ
と
を
積
極
的

に
行
っ
た
方
が
良
い
」（
東
北
芸
術
大
学
工

科
大
学
教
授 

山
崎
亮
氏
）、「
客
観
的
な
デ
ー

タ
の
裏
付
け
も
大
切
で
あ
り
、
一
定
程
度
の

エ
ビ
デ
ン
ス
が
必
要
」（
慶
応
義
塾
大
学
教

授 

伊
加
賀
俊
治
氏
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が

述
べ
ら
れ
、
次
回
の
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
へ

の
期
待
も
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

赤池学審査委員長

　「ウッドデザイン賞」は、木のある豊かな暮
らしが普及、発展し、日々の生活や社会が彩
られ、木材利用が進むことを目的として、「木」
に関するあらゆるモノ・コトを対象に、優れた
製品・取組等を表彰する制度です。
　同賞は、木を使って暮らしを豊かにする「ラ
イフスタイルデザイン部門」、人を健やかにす
る「ハートフルデザイン部門」、社会を豊かに
する「ソーシャルデザイン部門」の３つの部門
からなります。

シンポジウム登壇者

森林整備が進む 国産材需要が
拡大する

木のある暮らし
が広まる

ウッドデザイン賞
（新・木づかい顕彰）

表彰
木の良さや評価を
再発見させる製品や
取組を選ぶ

広告・PR
より多くの人に
届ける

イノベーション
新たな製品や
取組が生まれる
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ウッドデザイン賞2016

■ウッドデザイン賞の目指すもの



ウッドデザイン賞2016

農林水産
大臣賞

（最優秀賞）

　

本
年
度
の
農
林
水
産
大
臣
賞
（
最
優

秀
賞
）
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
部

門
（
技
術
・
研
究
分
野
）
の
「
コ
ン
セ

プ
ト
カ
ー　

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」（
ト

ヨ
タ
自
動
車
㈱
）
が
、受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
は
、「
家
族
と

共
に
時
を
刻
む
ク
ル
マ
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
ぬ
く
も
り
が
あ
り
、
時
間
と
環

境
に
よ
り
変
化
す
る
「
木
材
」
を
使
う

こ
と
で
、
人
々
と
共
に
歳
月
を
経
て
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
愛
で
る
、
と
い

う“
人
と
ク
ル
マ
の
新
た
な
つ
な
が
り
”

を
表
現
す
る
、
全
長
約
３
メ
ー
ト
ル
の

木
製
の
２
人
乗
り
電
動
自
動
車
で
す
。

　

住
友
林
業
㈱
を
は
じ
め
と
す
る
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
分
野
の
各
社
と

の
協
働
で
開
発
さ
れ
た
「
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｎ
Ａ
」
は
、
駆
動
部
分
を
除
き
、
ボ

デ
ィ
ー
に
は
ス
ギ
、
ハ
ン
ド
ル
に
は
ヒ

ノ
キ
、
フ
レ
ー
ム
に
は
カ
バ
な
ど
、
用

途
に
応
じ
た
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い

ら
れ
、
釘
や
ネ
ジ
を
使
わ
な
い
日
本
の

伝
統
技
法
「
送
り
蟻
」、「
く
さ
び
」
な

ど
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
は
、
自
動
車

づ
く
り
の
専
門
性
と
木
材
利
用
の
専
門

性
が
協
働
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
こ

れ
ま
で
木
材
利
用
と
は
縁
が
な
か
っ
た

業
種
・
業
態
に
木
材
利
用
を
波
及
さ
せ

る
模
範
例
と
な
り
得
る
こ
と
が
、
受
賞

理
由
と
な
り
ま
し
た
。

ソーシャルデザイン部門（技術・研究分野）

コンセプトカー ＳＥＴＳＵＮＡ（愛知）
トヨタ自動車㈱
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他の受賞作品も含め詳細については、ウッドデザイン賞運営事務局のホームページをご参照ください。

https://www.wooddesign.jp/

林野庁長官賞（優秀賞）紹介

ソーシャルデザイン部門

ハートフルデザイン部門

ライフスタイルデザイン部門
Ｊパネル
協同組合レングス

（建材・部材分野）

国産材のスギ・ヒノキを 100％原料と
した直交集成板。薄型 CLT の先駆的モ
デル。

耐震補強技術 Ｔ -FoRest
㈱竹中工務店

（技術・研究分野）

CLT、集成材、LVL 等の高強度性や加工性、軽
量可搬性を活かし、RC 造等の大規模建築物
の耐震補強を行う木質系耐震補強システム。

Roll Press wood
㈱天童木工

（技術・研究分野）

独自技術で強度を高めたスギなどの針
葉樹の単板を使用し、自由な曲線を持
つ丈夫な部材を作る、世界初の技術。

日本橋とやま館
「富山らしさを表現する木づかい」
㈱乃村工藝社

（建築・空間分野）

産地に眠っていた原木、製材品、加工品
など様々な工程段階の木材を現地で選
定、調達しデザインした富山県のアンテ
ナショップ。

新柏クリニック
医療法人社団中郷会
新柏クリニック

（建築・空間分野）

木の癒やし効果に着目し、国産材木材の
利用にこだわり、新しい防火技術の導入
により都市部において木造・木質化され
た医療施設。

産学官連携
「病院木質化プロジェクト」
㈱ハルキ

（技術・研究分野）

産学官が連携して、地域材を利用した病
院空間用のウッドインフィル「病院ユ
ニット」を開発・試作したプロジェクト。

堀切の家
桜設計集団一級設計士事務所

（建築・空間分野）

木材をあらわしにしながらも、地震や火事に負
けない設計上の配慮を随所に施し、木造密集市
街地（準防火地域）に建つ木造２階建て住宅。

平成28年熊本地震における
木造応急仮設住宅の供給
木と住まいの研究協会

（建築・空間分野）

被災された方々が安らぎある生活を早
く送れるよう、熊本県産の木材を多用
した応急仮設住宅を企画した取組。

大工と組む 我が家再生
㈱親和設計

（コミュニケーション分野）

作り手技術集団が住まい手をエスコー
トする安心のわが家再生を実現する活
動。
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ウッドデザイン賞2016

２月～３月のウッドデザイン賞巡回展示スケジュール（予定）

　12 月８日（木）から 12 月 10 日（土）まで、「エコプロ 2016」の会場内の特設コーナーにて、受賞作品が紹介され
ました。期間中、多くの来場者が訪れ、作品に熱心に見入ったり、写真やメモをとったり、実際に展示作品を手にとり
肌ざわりを確かめるなど、関心を集めていました。

ウッドデザイン賞運営事務局
ＴＥＬ：03-5777-3128	 ＦＡＸ：03-6740-8333
メール：info2016@wooddesign.jp	 ＵＲＬ：https://www.wooddesign.jp/
※受賞作品の内容や審査委員のコメント、展示会の様子などウッドデザイン賞についての各種情報は、運営事務局の

Facebook でも配信されています。

	 ＵＲＬ：https://www.facebook.com/wooddesignaward/

木と住まいの大博覧会
【期間】２月３日（金）～２月５日（日）	 【場所】東京ビックサイト 西展示場
【内容】展示・セミナー（2月４日）	 【URL】http://www.nicefair.com/wood/

ファッションとデザインの合同展示会「ROOMS」
【期間】２月15日（水）～２月17日（金）	 【場所】国立代々木競技場第一体育館
【内容】展示	 【URL】http://www.roomsroom.com/

ジャパン建材フェア
【期間】３月17日（金）～３月18日（土）	 【場所】東京ビックサイト　東展示場
【内容】展示	 【URL】https://www.jkenzai.co.jp/jkfair/next/

お問合わせ先

「ウッドデザイン賞 2016」展示会の様子

　「ウッドデザイン賞」では、世の中に受賞作品を広く広報し、木材利用の意
義を広く国民の皆さまに伝えるため、全国各地で行われる展示会等において、
受賞作品の巡回展示を行っています。

エコプロ2016
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が
う
っ
す
ら
と
積
も
る
寒
さ
厳
し
い

12
月
の
山
形
県
南
陽
市
を
訪
れ
る

と
、
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

の
代
表 

須
藤
修
さ
ん
と
井
上
貴
詞
さ
ん
が
温

か
く
出
迎
え
て
く
れ
た
。

　

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

は
、
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
須
藤
さ
ん
と
一
級

建
築
士
の
井
上
さ
ん
が
、
山
形
県
の
里
山
を

舞
台
に
山
や
も
の
づ
く
り
を
体
験
す
る
ツ

ア
ー「
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
」、
県
産
材
を
使
っ
た

製
品
を
開
発
・
販
売
す
る「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｓ
」、

県
内
の
森
林
に
関
わ
る
人
々
を
紹
介
す
る

「
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
の
３
つ
の
活
動
を
目
的

に
２
０
１
２
年
に
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　
「
現
在
、
林
業
家
、
製
材
業
、
加
工
業
、
消

費
者
の
接
点
は
少
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
や
実
現
で
き
る
可
能
性
な
ど

を
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
実
際

は
需
要
が
あ
る
部
分
も
最
初
か
ら
諦
め
て
い

る
の
で
森
林
資
源
が
循
環
せ
ず
、
森
林
環
境
の

悪
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
森
林

と
人
を
つ
な
ぎ
、
循
環
す
る
こ
と
で
山
や
森

を
生
き
残
ら
せ
た
い
と
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
」
と
須
藤
さ
ん
。

　

そ
ん
な
須
藤
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
っ
た
井
上
さ
ん
は
、「
山
形
県
35
市
町

村
ご
と
に
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
が
異
な
り
、

今
回
は
山
形
県
の
里
山
を
舞
台
に
、
ツ
ア
ー
の
企
画
や

プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
な
ど
を
行
う「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
代
表
の
須
藤
修
さ
ん
と
井
上
貴
詞

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

  

 

 

 
   

vol.21

山
形
の
里
山
は“
感
動
”
が
い
っ
ぱ
い

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ・
Ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
・
Ｓ
ｕ
ｒ
ｖ
ｉ
ｖ
ｅ
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
山
を
守
り
続
け
る

雪

YAMAMORI PROJECT代表

井
い の う え

上 貴
た か し

詞さん   須
す と う

藤 修
おさむ

さん

毎
回
新
し
い
発
見
ば
か
り
。
自
分
自
身
が
、

日
々
山
の
奥
深
さ
に
感
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ツ
ア
ー
に
は
各
地
か
ら
参
加
者
が
集
ま

り
、
人
と
人
、
人
と
山
、
人
と
地
域
が
つ
な

が
る
瞬
間
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
る
と
こ

ろ
も
楽
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

ーー 

実
際
に
活
動
し
て
み
て
い
か
が
で
す
か
？

「
ツ
ア
ー
は
地
元
の
方
か
ら
山
の
歴
史
や
文
化

を
聞
き
、
実
際
に
山
で
植
生
な
ど
に
触
れ
、

土
地
の
食
を
味
わ
い
、
県
産
材
を
使
っ
た
木

工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
一
日
で
体
験
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
前
に
は
私
た
ち
二
人
で
そ
の
土
地

を
訪
れ
、
山
の
背
景
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め

ま
す
。
ツ
ア
ー
の
特
長
は
、
私
た
ち
が
感
じ

た
面
白
さ
を
参
加
者
が
追
体
験
で
き
る
こ
と
。

そ
う
し
て
出
会
っ
た
林
業
や
製
材
業
、
木
工

業
な
ど
に
携
わ
る
方
を
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
ウ
ェ

ブ
上
で
情
報
発
信
し
て
い
く
の
が
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
で
す
。
毎
回
、
初
め
て
の
方
が
ほ
と
ん

ど
で
、
地
元
の
方
の
協
力
な
し
で
は
私
た
ち

の
活
動
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
今
で
は
、
地

元
の
方
も
参
加
者
と
の
関
わ
り
を
ヒ
ン
ト
に

町
お
こ
し
の
き
っ
か
け
に
す
る
な
ど
、
町
ぐ

る
み
で
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発
展
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
須
藤
さ
ん
）

山には宝がいっぱい
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　取材中、何度も「一方通行ではない活動を」とい
う言葉を聞いた。これは、YAMAMORI PROJECT
が単に山を紹介するだけでなく、提供される側が
自ら体験し、一緒に考えることを大事にしている
ということ。それがよくわかる活動の一つに、ツ
アーの最後に組み込まれている木工ワークショッ
プがある。ツアー開催地の木やものづくり技術を
使って実施される木工体験は、その土地の文化
を知り、山とふれあった参加者にとって、さらに
山や森を深く知る体験となる。また、県内のもの
づくり技術を生かし、県産材を加工して販売する
GOODSでも、商品を実生活で自由に使用し、SNS
でその使い方の紹介や感想
を投稿する体験モニターを
募集している。こうして五感
で感じることが、本当の意味
で山を知る第一歩になるの
だろう。

木工ワークショップ
「
ツ
ア
ー
に
は
県
内
の
山
に
詳
し
い
森
林
ガ
イ

ド
さ
ん
に
同
行
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ガ

イ
ド
さ
ん
と
一
緒
に
山
を
歩
く
こ
と
で
、
魅
力

的
な
部
分
だ
け
で
な
く
、
怖
さ
も
含
め
て
自

分
だ
け
で
は
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く

る
。
そ
う
す
る
と
、
参
加
者
も
あ
る
意
味
プ
チ

ガ
イ
ド
と
し
て
他
の
人
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。こ
う
し
て
山
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ツ
ア
ー
後
も
そ
の
山
を
目
的
に
訪
れ
る
人
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
井
上
さ
ん
）

ーー 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の

　
　

目
指
す
姿
と
は
？

「
こ
の
活
動
を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
山
や
森
を
知
る
学
び
の
機
会
を
継

続
し
、
そ
の
結
果
、
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
日
常
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
地
元
に
も
町
の
魅
力
を
掘
り
起

こ
す
一
つ
の
手
段
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き
、

地
域
づ
く
り
に
結
び
つ
く
き
っ
か
け
に
発
展

し
て
い
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」（
井
上
さ
ん
）

「
二
人
の
活
動
だ
け
で
森
全
体
を
変
え
る
こ
と

は
不
可
能
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
が
す
べ

き
こ
と
は
山
に
対
す
る
敷
居
を
下
げ
、
森
林
活

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
。
今
後

は
、
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
振
り
返
り
や
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
内
容
を
ま
と
め
た
小
さ
な
冊
子
を
つ

く
る
こ
と
で
多
く
の
方
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
山
に
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
に
す
る
な
ど
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
」（
須
藤
さ
ん
）

　
「
山
は
宝
箱
な
ん
で
す
」
と
須
藤
さ
ん
と
井

上
さ
ん
は
笑
う
。
こ
れ
か
ら
も
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
自
然
が
生
み
出
し
た
か
け
が
え
の

な
い“
宝
”
を
守
り
続
け
る
た
め
、
多
く
の
人

に
そ
の
価
値
を
伝
え
続
け
て
い
く
。

TRAVELではガイドさんと山歩き。
新しい発見がそこら中に転がっている

地元の方を講師にその土地の歴史や文化を聞く

ツアーが終わるころにはみんな仲良しに

山の恵みを食すのもツアーの醍醐味

YAMAMORI 
GOODS
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